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“美”の力を社会貢献に



　頭の片隅にはいつも、小さい頃に聞いた母のモデル
時代の思い出話があった。模索しながらもいろんなこと
にチャレンジしていた頃、転機が訪れた。

高校生でアイドルデビュー

「中学3年生のときに表参道を歩いていたら偶然、芸能
事務所にスカウトされたんです。『いろんな世界を見て
みたい』と思って、高校受験が終わってすぐ、1年生から
その芸能事務所に入りました」

　加藤は、講談社の女性向け月刊ファッション雑誌「
GLAMOROUS」で実施されていた「ヘアクイーンコンテ
スト」で数万人の応募者の中から見事「ヘアクイーン」に
選ばれ、早速アイドルデビューを果たす。『Clip Clip』とい
う4人組の美容系アイドルユニットを結成し、美容系商品
をプロデュースするためのアイドル活動を行い、メディ
アにも頻繁に露出した。

「全国の美容院や美容関連の会社の方のプロデュースで
、美容院等で流す曲をリリース（CDリリース）したり、ヘア
アレンジのコレクションにゲスト出演させていただいた
り、「イースタン・リーグ公式戦・横浜DeNAベイスターズ
主催試合」では始球式を務めさせていただきました。あ
とメディア関連では、文化放送のメインパーソナリティを
担当してラジオにも出ていました。それまで大人と接す
るのは両親と学校の先生だけでしたので、商品をプロデ
ュースするビジネスのお仕事は本当に刺激的でした。こ
んな世界があるんだなって」
　しかし、芸能界での仕事は楽しいだけでは終わらなか
った。

「当時16歳ということもあって、周りの大人や先輩に可愛
がってもらえましたが、同じグループでは最年少で芸能
経験もなかったため、自身の表現力のなさに悩まされる
日々でした。ダンスと歌のレッスンもハードで辛かったで

す。そんなとき、続けられたのは家族の支えがあったから
こそだと思っています。母や姉たちはもちろん、芸能事務
所に入る前には心配していた父も、私が頑張っているの
を見ていつしか応援してくれるようになりました」

師との運命的な出会い

　芸能人と高校生という二足のわらじを履きながらの学
生生活。高校3年生になった頃、今後の進路、その後の人
生を大きく変える運命的な出会いを果たす。

「TBSテレビの秋沢淳子アナウンサーにお会いする機会
があったんです。秋沢さんの国際ボランティア団体のイ
ベントにアイドルとして参加してお手伝いさせていただ
いている中で、その活動に強い関心を持つようになりま
した」

　秋沢淳子さんはTBSテレビでアナウンサーとして活躍
する傍ら、2000年に国際交流・教育支援をテーマとする
NGO『一般社団法人SPUTNIK INTERNATIONAL（スプート
ニクインターナショナル）』を設立。同団体の創設理事を
務め、スリランカの孤児院（ガールズホーム）やガーナの
日本語学校に対する支援活動をしていた。

「世界の救われるべき子供達の一人でも多くに手を差し
伸べ、一人でも多くの子供達に安心と笑顔を届け、将来
の夢を持てる環境を整えられるように」という秋沢さんの
思いに共感し、加藤は国際ボランティアという大きな目
標を定めた。

「高校3年生で進路に迷っているとき、秋沢さんから『芸能
活動だけではなく、大学に行ったら、もっと広く世界を知
れる、見れる。』って言われたんです。尊敬する秋沢さんが
慶應義塾大学出身だったので、私も慶應SFCに行って国
際関係を勉強して、いろんな世界の現状を知った上で社
会貢献活動をしたいなと思いました」

国際関係を勉強したい

　加藤は目標を定めたら絶
対達成するという類い稀な強
い意志と行動力を持っている
。それをフルに発揮し受験勉
強に集中した。そして、見事、
慶應義塾大学SFC環境情報
学部に合格し、2014年4月に
入学。アイドル活動にも終止
符を打った。
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ミス・ワールド2015特別賞受賞　加藤亜希子氏

ミス・ワールド受賞の瞬間
　
　ミス・ワールド2015日本代表選考会、ステージ上
にスポットライトを浴びた艶やかな30人のファイナ
リストが立ち並ぶ。表彰の瞬間を前に、会場の観客
の緊張感はピークに達していた。

「審査員特別賞・Beauty With a Purpose賞受賞！加藤
亜希子さん！」。受賞のアナウンスが流れ、会場は歓
喜に包まれた。彼女は自分の名前が呼ばれた瞬間、
これまでの努力の日々を思い出し、美しい涙を流し
た。

　「ミス・ワールド」は、「ミス・ユニバース」「ミス・イン
ターナショナル」と並ぶ世界3大ミスコンテストの一
つ。1951年にイギリス・ロンドンで第一回大会が行
われて以来67年にわたって毎年開催され、参加国数
最多を誇る最も歴史の長い格式あるミスコンテスト
である。

　加藤亜希子さんは、この受賞をきっかけに活躍の
場を大きく広げていった。加藤さんを駆り立てる“美
への追求”と、“社会貢献活動にかける信念”とは何か
。彼女の素顔に迫った。 

　1995年、神奈川県藤沢生まれ。三姉妹の末っ子だ
った。加藤は、教育熱心な両親のもと、地元藤沢の小
学校・中学校に通いながら、習字、そろばん、ピアノ、
テニス、水泳などの習い事に通った。当時は、活発な
2人の姉に比べて、どちらかというと家でネコと遊ん
でいることが好きな控えめな女の子だった。

　中学での部活は吹奏楽部。クラリネットを担当す
ると持ち前の好奇心と集中力で1年生のうちから選
抜入りを果たした。

「でも実は長続きしなかったんです。始めは夢中にな
って練習していたんですが、ある程度マスターしたら
別にやりたいことができてしまって。当時は一つを突
き詰めるというより、いろんなことにチャレンジして
みたかった。多分、自分の中で『これだ』っていう本当
にやりたいことが部活や習いごとの中で見つかって
いなかったんだと思います」
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「SFC入学後もSPUTNIK INTERNATIONALの国際ボランテ
ィア活動を続けていました。でも、“一学生”の発信力・影響
力のなさを痛感していました。そんなとき『ミス・ワールド
』のコンテストのことを知って、もし『ミス・ワールド受賞者
』になれば、もっと社会貢献できるのではないかと思って
応募したんです」

「ミス・ワールド」は、「目的のある美」をスローガンに掲げ、
単に内面・外面の美を追求するだけでなく「美をいかに社
会に活かしていくか」を重視し、出場者の社会貢献度も評
価されるのが特徴だ。加藤は総計6,800通の中からファイ
ナリストに選ばれ、2015年9月、大学2年生のときに「審査
員特別賞・Beauty With a Purpose賞」を見事受賞した。

「Beauty With a Purpose賞は一番欲しいタイトルでした。
取れて本当によかったですね。各メディアに取り上げても
らえたおかげで、SPUTNIKの学生部代表としてファンドレ
イジングやチャリティパーティを開催して支援金を集める
ことができ、当時内戦中のスリランカに行って、孤児院（ガ
ールズホーム）の活動資金の支援をすることができまし
た。この施設では、孤児たちの生活を支えるとともに、成人
した時に手に職を付け、自立した生活を送れる様に、染公
房を建造し、自立支援も目的としており、その活動を支え
る為に貢献することは、大変やりがいのあることでした。
東日本大震災の被災地である気仙沼の植樹祭にお呼び
いただくなど、国内での社会貢献活動の機会も多くいた
だけるようになりました」

「Beauty With a Purpose賞」は、加藤の国内外における社
会貢献という夢を叶えてくれる賞だったのだ。

慶應義塾大学講師～ヨガに出会うまで～

　加藤は現在、慶應義塾大学大学院修士課程に在学する
傍ら、史上初となる23歳で同大学の講師となり、学生達に
ヨガを教えている。加藤がヨガに出会ったのはSFC入学後

 

の春だった。

「友人に誘われて初めてヨガをやったんです。ヨガをやる
と、心が浄化されるというか、欲が減るというか、マイナス
の感情がなくなって人への愛が増すんですね。もちろん体
にもいいし心も綺麗になる。これはいいなと、すぐにヨガ
の魅力にはまってしまいました」

　大学2年生の5月に「ミス・ワールド」ファイナリストに選
ばれたときも、本選までの3ヶ月の間、体づくりのために積
極的にヨガのトレーニングを積んだ。一般社団法人全日本
ヨガ連盟の大橋一陽理事長からヨガの歴史や哲学につい
て講義を受け、心との対話方法も学ぶうちに、ヨガの奥深
さを少しずつ理解していった。

「ヨガは心身一体のもので、今の自分と向き合い自分を客
観視することで、深い精神の安定も手に入れることができ
るんです。ヨガを通して、自分だけでなく、相手の気持ちを
より考えられるようになりました」

　高校時代から国際ボランティア活動に関わってきた彼
女は、ヨガへの理解が深まるにつれ、ヨガを軸とした国際
貢献活動を考えるようになった。そんなときに出会ったの
が慶應義塾大学大学院の蟹江憲史教授である。

ヨガを軸にSDGs達成を
　
　ヨガを軸とした国際貢献活動の研究をしたい。そんな思
いを抱いた加藤は、蟹江研究室の門を叩いたのである。蟹
江教授は、日本のSDGs（持続可能な開発目標）研究の第一
人者。SDGsとは、2015年に国連サミットで採択された国際
目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴールか
ら構成されている。

　加藤は、各国のイデオロギーに関係なく世界の人々の健
康と平和に寄与できるヨガがSDGs の17ゴール全てに関

連することを発見した。そして、その関係性を分析し、ヨガ
を通して、個人の健康や社会問題をどうやって解決してい
けるのかの研究を続けている。

　加藤は、さらにヨガとSDGsの研究を極めようと同大学
大学院政策・メディア研究科修士課程に進学。研究の傍
ら、大学3年の2016年4月に「インド政府AYUSH省認定プ
ロフェッショナルヨガ検定レベル１」に日本人初で合格し、
ライセンスも取得した。

　現在は、慶應義塾大学SFCヨガ講義講師はじめ、全日本
ヨガ連盟大学支部総括、
神奈川ME-BYOスタイル
アンバサダー、ミス・ワー
ルドジャパンファイナリ
ス向けレッスン、片岡鶴
太郎師ヨガ家庭教師、海
上自衛隊横須賀教育隊ヨ
ガレッスン、国会議員ヨガ
推進議員連盟ヨガインス
トラクターなど、ヨガ講師
のみならずSDGsの伝道
師として活躍の場をさら
に広げている。

人をもっと幸せにしたい

　加藤のヨガを軸とした社会貢献活動への信念はますま
す強くなっているが、さらなる夢がある。

「今後は、日本でヨガをさらに広げていくために、ヨガの標
準化を進めていきたいですね。特に、ヨガのマネージャー
を育成するプログラムをつくり、ヨガ研究所も創設して、ヨ
ガを学問として確立し、教えながら研究していきたいで
す」

「私の使命は、人をもっと幸せにすること。簡単なものでも
いいと思うんです。例えば、昨日より今日のほうが前屈が
深くいったとか、小さな幸せに“気づかせる”こと、そういう
機会を提供していきたいなと。小さいことでも、自分にで
きることをやって、人を少しでも幸せにしていきたいです」

若者へのメッセージ

　いくつもの人生の目標をクリアして夢を叶えてきた加藤
に、「夢が見つからなくて悩んでいる若者」へのメッセージ
をもらった。

「私も自分がやりたいことが分からないときはありました。
でも、少しでも興味があればまずはなんでもやってみまし
た。最初は小さくても目標を立ててそれを達成することが
大事ですね。それで次の目標にと、段々と目標を大きくし
ていく。がんばっていれば、自分の進みたい道も見えてき
て、その中でいろんな出会いや協力をもらえるのかなと思
います」

　ミス・ワールド受賞をあくまで一つの通過点とし、それ
を活かして社会に貢献していく加藤。優しい笑顔の中に強
い信念を持つのが彼女の魅力だ。これからの益々の活躍
に目が離せない。
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会に活かしていくか」を重視し、出場者の社会貢献度も評
価されるのが特徴だ。加藤は総計6,800通の中からファイ
ナリストに選ばれ、2015年9月、大学2年生のときに「審査
員特別賞・Beauty With a Purpose賞」を見事受賞した。

「Beauty With a Purpose賞は一番欲しいタイトルでした。
取れて本当によかったですね。各メディアに取り上げても
らえたおかげで、SPUTNIKの学生部代表としてファンドレ
イジングやチャリティパーティを開催して支援金を集める
ことができ、当時内戦中のスリランカに行って、孤児院（ガ
ールズホーム）の活動資金の支援をすることができまし
た。この施設では、孤児たちの生活を支えるとともに、成人
した時に手に職を付け、自立した生活を送れる様に、染公
房を建造し、自立支援も目的としており、その活動を支え
る為に貢献することは、大変やりがいのあることでした。
東日本大震災の被災地である気仙沼の植樹祭にお呼び
いただくなど、国内での社会貢献活動の機会も多くいた
だけるようになりました」

「Beauty With a Purpose賞」は、加藤の国内外における社
会貢献という夢を叶えてくれる賞だったのだ。

慶應義塾大学講師～ヨガに出会うまで～

　加藤は現在、慶應義塾大学大学院修士課程に在学する
傍ら、史上初となる23歳で同大学の講師となり、学生達に
ヨガを教えている。加藤がヨガに出会ったのはSFC入学後

の春だった。

「友人に誘われて初めてヨガをやったんです。ヨガをやる
と、心が浄化されるというか、欲が減るというか、マイナス
の感情がなくなって人への愛が増すんですね。もちろん体
にもいいし心も綺麗になる。これはいいなと、すぐにヨガ
の魅力にはまってしまいました」

　大学2年生の5月に「ミス・ワールド」ファイナリストに選
ばれたときも、本選までの3ヶ月の間、体づくりのために積
極的にヨガのトレーニングを積んだ。一般社団法人全日本
ヨガ連盟の大橋一陽理事長からヨガの歴史や哲学につい
て講義を受け、心との対話方法も学ぶうちに、ヨガの奥深
さを少しずつ理解していった。

「ヨガは心身一体のもので、今の自分と向き合い自分を客
観視することで、深い精神の安定も手に入れることができ
るんです。ヨガを通して、自分だけでなく、相手の気持ちを
より考えられるようになりました」

　高校時代から国際ボランティア活動に関わってきた彼
女は、ヨガへの理解が深まるにつれ、ヨガを軸とした国際
貢献活動を考えるようになった。そんなときに出会ったの
が慶應義塾大学大学院の蟹江憲史教授である。

ヨガを軸にSDGs達成を
　
　ヨガを軸とした国際貢献活動の研究をしたい。そんな思
いを抱いた加藤は、蟹江研究室の門を叩いたのである。蟹
江教授は、日本のSDGs（持続可能な開発目標）研究の第一
人者。SDGsとは、2015年に国連サミットで採択された国際
目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴールか
ら構成されている。

　加藤は、各国のイデオロギーに関係なく世界の人々の健
康と平和に寄与できるヨガがSDGs の17ゴール全てに関

連することを発見した。そして、その関係性を分析し、ヨガ
を通して、個人の健康や社会問題をどうやって解決してい
けるのかの研究を続けている。

　加藤は、さらにヨガとSDGsの研究を極めようと同大学
大学院政策・メディア研究科修士課程に進学。研究の傍
ら、大学3年の2016年4月に「インド政府AYUSH省認定プ
ロフェッショナルヨガ検定レベル１」に日本人初で合格し、
ライセンスも取得した。

　現在は、慶應義塾大学SFCヨガ講義講師はじめ、全日本
ヨガ連盟大学支部総括、
神奈川ME-BYOスタイル
アンバサダー、ミス・ワー
ルドジャパンファイナリ
ス向けレッスン、片岡鶴
太郎師ヨガ家庭教師、海
上自衛隊横須賀教育隊ヨ
ガレッスン、国会議員ヨガ
推進議員連盟ヨガインス
トラクターなど、ヨガ講師
のみならずSDGsの伝道
師として活躍の場をさら
に広げている。

人をもっと幸せにしたい

　加藤のヨガを軸とした社会貢献活動への信念はますま
す強くなっているが、さらなる夢がある。

「今後は、日本でヨガをさらに広げていくために、ヨガの標
準化を進めていきたいですね。特に、ヨガのマネージャー
を育成するプログラムをつくり、ヨガ研究所も創設して、ヨ
ガを学問として確立し、教えながら研究していきたいで
す」

「私の使命は、人をもっと幸せにすること。簡単なものでも
いいと思うんです。例えば、昨日より今日のほうが前屈が
深くいったとか、小さな幸せに“気づかせる”こと、そういう
機会を提供していきたいなと。小さいことでも、自分にで
きることをやって、人を少しでも幸せにしていきたいです」

若者へのメッセージ

　いくつもの人生の目標をクリアして夢を叶えてきた加藤
に、「夢が見つからなくて悩んでいる若者」へのメッセージ
をもらった。

「私も自分がやりたいことが分からないときはありました。
でも、少しでも興味があればまずはなんでもやってみまし
た。最初は小さくても目標を立ててそれを達成することが
大事ですね。それで次の目標にと、段々と目標を大きくし
ていく。がんばっていれば、自分の進みたい道も見えてき
て、その中でいろんな出会いや協力をもらえるのかなと思
います」

　ミス・ワールド受賞をあくまで一つの通過点とし、それ
を活かして社会に貢献していく加藤。優しい笑顔の中に強
い信念を持つのが彼女の魅力だ。これからの益々の活躍
に目が離せない。
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慶應義塾大学大学
院

でSDGsの研究を行
っ

ている。ミス・ワー
ル

ド2015特別賞受賞、
イ

ンド政府AYUSH省
認

定「プロフェッショ
ナ

ルヨガ検定レベル
1」

取得後、インストラ
ク

ターとして正しいヨ
ガ

の啓発活動を行っ
て

いる。また、シニア
ヨ

ガプログラムや、フ
ェ

イシャルヨガ、ヨガ検
定問題、未病バレー「

BIOTOPIA」 の

ヨガプログラム等、
その他多岐に渡りプ

ログラム作成・監

修も行っている。 

インストラクター

加藤亜希子

LAWSON

由比ヶ浜駅

鎌倉駅

和田塚駅

鎌倉茶屋

HEAD
OFFICE

MOVE LOUNGE_＠YUIGAHAMAYOGA AREA

21

134

●ACCESS MAP

※当日の開催、中止
についてはTwit ter（

＠yuigahamafun）
にてお知らせいたし

ます。

※ヨガマットのご用
意はありませんので

、各自でお持ちくだ
さい。

※ご不明な点は ke
nji@ir ie -office. jp 

までお問い合わせく
ださい。

※当日、荒天の場合
は7/27(土)に順延致

します。

FEE（国際環境教育
基金）により、UNEP（

国連環境計画）、UN
WTO（国連世界観

光機関）等との連携
のもと、水質、環境教

育と情報、環境管理
、安全そしてその他

のサービスに関する
厳しい基準を通じて

、ビーチやマリーナ
における持続可能

な発展の実現を目指
し、世界各地域にお

ける特定の環境に対
応するための国際

基準がブルーフラ
ッグ認証です。　

　　　　　h t t p
: / / w w w . f e e j a -

pan.org/blueflag/

「BLUE FLAG」認証
とは？

由比ガ浜を世界に誇
るビーチリゾートへ!

!

「YUIGAHAMA BEAC
H YOGA DAY 2019」開

催!

鎌倉由比ガ浜がアジ
ア初の国際的な環境

認証制度「ブルーフ
ラッグ」を取得して今

年で4年目。こ

れを祝してブルーフ
ラッグの認知と由比

ガ浜の魅力をより広
く発信するためにビ

ーチヨガイベント

「YUIGAHAMA BE
ACH YOGA DAY 20

19」を開催いたしま
す。今回は、一般社団

法人 全日本ヨガ

連盟、一般社団法人
 ミス・ワールド・ジャ

パンの協力のもと、
ヨガインストラクタ

ーの「加藤亜希

子」さんを招いたサ
ンセットビーチヨガ

クラス。NPO法人湘
南ビジョン研究所に

よる環境教育とク

リーンアップもおこな
われます。

注意点

Sustainable Devel
opment Goalsの略

で、持続可能な開発
目標の意味を持ちま

す。世界が抱える問
題を解決し、持続可

能な社会をつくるた
めに世界各国が合意

した17の目標と169
のターゲットです。「

YUIGAHAMA BEA
CH YOGA DAY」は

SDGsの14「海の豊か
さを守ろう」に貢献し

ます。

SDGs（エスディージ
ーズ）とは？

ビーチクリーン/ブルーフラッグ環境教育

［サンセットヨガ］

参加費：1,000yen

17:00-18:40

2019.7.20sat.

［受付開始 16：30］

At 由比ガ浜海水浴場 HEAD OFFICE前

由
比
ガ
浜
で

     

ビ
ー
チ
ヨ
ガ
体
験

2019 神奈川県の「プラごみゼロ宣言」とSDGsの14「海の豊かさを守ろう」に貢献！

ブルーフラッグ取得4周年記念

@yuigahamafun
follow 　  me!

主催：NPO法人 湘南ビジョン研究所　共催：由比ガ浜海水浴場

 協力：由比ガ浜茶亭組合　滑川海浜組合　由比ガ浜ボート組合　一般社団法人 全日本ヨガ連盟　一般社団法人 ミス・ワールド・ジャパン  

後援：神奈川県鎌倉市　公益社団法人鎌倉市観光協会　鎌倉商工会議所　鎌倉市教育委員会
FMヨコハマ　神奈川新聞社　tvk　公益財団法人かながわ海岸美化財団

Report
 

【予告】ブルーフラッグ取得4周年記念
YUIGAHAMA  BEACH YOGA 
DAY 2019
2019年7月20日（土） 17時～18時40分　
由比ガ浜海水浴場
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お天気にも恵まれ、おかげさまで10名様、ワンち
ゃんにご参加頂き大盛況でした！

テキストに沿って植物を見つけたり、スナガニ探
しに夢中になったりと、学びながらも参加者全員
が少年少女に戻れたようなとっても楽しい時間
でした。

ご参加頂いた皆さま、協賛頂いた湘南クリーン
エイドのみなさま、本日はありがとうございまし
た！
また浜歩きでお会いしましょう。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（郷渡 美夏）

海風と一緒に海岸の生き物を観察しよう！
湘南浜歩き
2019年5月18日（土） 10時～12時　鵠沼海岸



誰でも参加できる"海の学び場"『湘南VISION大学』授業

06.15

Sat

一人ひとりのライフ・シフト being
SDGsをカードゲームで体感しよう ! ①
「2030SDGsカードゲーム」を使って、私たち一人ひ
とりの小さな行動には社会にインパクトを与えて、
未来を変える力があることを体験します。

湘南の海風に吹かれて夕焼けを眺めながら、ちょ
っとおしゃれなピクニックをしませんか。初めまし
ての人、懐かしい友だち、いつもの仲間と。おひと
りさまでもグループでもファミリーでも大歓迎です。

ビーチコーミングはイギリスで始まった海辺の遊び
です。
由比ガ浜では、鎌倉時代の陶磁器や、馬の歯のかけ
らなど、発見の可能性があります。波打ち際で、海か
らのフレッシュエアをたくさん吸い込んで、海が好
きになる1歩をビーチコーミングで始めましょう。

大好評！元横浜ベイスターズのプロ野球選手・古
木克明さんと一緒に早朝のビーチで野球をして
遊ぼう！
コンセプトは「野球をもっと楽しく、もっと格好良
く」 。実際のプロ野球でも行う練習をミニマムに
体験できる内容です。野球未経験のお子様から
野球好きの大人まで、どなたでも大歓迎！

日時：2019年6月15日（土）14時00分～17時00分
場所：みんなのSea-Side

（藤沢市鵠沼海岸鵠沼海岸5-13-30）
小田急線鵠沼海岸駅から徒歩約10分

講師：2030 SDGs カードゲーム  公認ファシリテーター中村 容氏
定員：16名　　　参加費：3,000円（税込）
こんな方におすすめ：
・SDGsが気になっている方
・生き方、暮らし方をSDGsの視点で見直してみたい方
・教育の場で活用してみたい方
・会社や団体で活用してみたい方
・ただ体験してみたい方

日時：2019年6月22日（土）6時30分～8時30分
場所：湘南ベルマーレひらつかビーチパーク「ビーチサッカーコート」

（平塚市高浜台33-1）/平塚駅南口から約20分
講師：BaseballSurfer　古木克明氏
参加費：無料
その他：ボールはゆうボールを使用。グラブがなくても楽しめます。

06.22

Sat

元プロ野球選手・古木克明さんと
一緒に野球で遊ぼう
 

06.15

Sat

海のある暮らしをもっと楽しもう
Beach Night Picnic@湘南海岸

日時：2019年6月15日（土）17時00分～20時00分
場所：湘南海岸公園「平和の像」前（藤沢市鵠沼海岸1-17-3）
参加費：500円
ねらい：海の新しい楽しみ方を体験する
対象者：どなたでも参加可能。入退場自由、飛び入り参加大歓迎で

す(^^)
持ち物：各自食べたい＆飲みたいもの 。

※レジャーシート、ランタン、クーラーボックスがあると
便利です

09.23

Sun

歴史のかけらを見つけよう
ビーチコーミングでタイムトリップ①

日時：2019年6月23日（日）10時00分～12時00分
※9時50分受付開始～　　※荒天中止

場所：ローソン 鎌倉坂ノ下店前の海岸
　　　 (江ノ電長谷駅から徒歩6分)
講師：山田海人氏
　　　（著書「ビーチコーミングをはじめよう 海辺で楽しむ宝探し」
対象：小学4年生以上、どなたでも参加可能。
参加費：お１人500円 (小学校3年生以下無料)
持ち物：お宝を入れるビニール袋、タオル

申し込み・お問い合わせ：
Facebookイベントページの参加ボタンを押すか、info@shonan-vision.orgまでご連絡ください。
延期又は中止の場合は、Facebookイベントページ上又は湘南ビジョン研究所HPでご連絡します。
FB：https://www.facebook.com/shonanvision/　　　　HP：http://shonan-vision.org/
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